
科目名 楽しい海外旅行をするために 科目分類 

■専門科目群（第１グループ） 

□総合科目群（第２グループ） 

国際観光学科 □必修 ■選択 

   学科 □必修 □選択 

英文表記 to Enjoy Travelling Abroad 開講年次 □１年 □２年 □３年 □４年 

ふりがな つかはら ゆうじ 開講期間 □前期 □後期 □通年 □集中 

担当者名 塚原  雄二 修得単位    ２単位 

授業のテーマ 海外旅行を楽しむためのノウハウを修得する。 

到達目標 
旅行者に必要な交通、宿泊等のインフラが整った先進国等へは、旅行会社に頼らず、自分で手配し旅がで

きるようなノウハウを修得する。 

授業概要 航空、ホテル、レストラン、安全・マナー等海外旅行の必須要素を中間テストを交えて学ぶ。 

授業計画 

第１回 オリエンテーション（シラバスの確認） 第1章 外国旅行の現状と旅の意味 

第2回 第2章 エアラインを知る1（日本と世界のエアライン） 

第３回 第2章 エアラインを知る2（タイムテーブル） 

第４回 第2章 エアラインを知る3（空港の手続き） 

第５回 第2章 エアラインを知る4（機内サービス他） 

第６回 第3章 ホテルを知る１（ホテルの歴史他） 

第７回 第3章 ホテルを知る２（ホテルの客室他） 

第８回 第3章 ホテルを知る３（ホテルの朝食他） 

第９回 第4章 レストランを知る１（各国料理他） 

第10回 第4章 レストランを知る２（フランス料理とレストランの利用） 

第11回 第4章 レストランを知る３（イタリアンと中国料理他） 中間テスト 

第12回 第5章 旅の準備、安全、マナー１（旅の準備） 

第13回 第5章 旅の準備、安全、マナー２（旅の安全） 

第14回 第5章 旅の準備、安全、マナー３（旅のマナー） 

第15回 第6章 映画を通して海外旅行を考える（予定） 

第16回 定期試験 

授業時間外の 

学習 

（１）授業前に、授業用配布資料に目を通し。前回までの授業内容を復習しておくこと。その際必要に応

じて、エアライン、ホテル等の個々の観光系の企業や各国の観光局が発信している情報などで事実の

検証を行い理解を深めること。（1.5時間程度） 

（２）世界各地の政情、自然災害、交通事情、観光地情報等、旅に関わるメディア等の情報に注目してお

く。（0.5時間） 

（３）できれば夏休み、春休みを利用して海外旅行にチャレンジしよう。 

履修条件 

受講のルール 

（１）海外旅行の経験の有無にかかわらず海外旅行に興味がある人、 

（２）特に海外旅行を自らプランし、手配し、実行することに意欲のある人 

テキスト 

使用しません。スライド、プリント等によって授業を行います。 

授業用のプリントはその都度配布しますので欠かさずファイルしておく必要があります。 

事前に連絡が無く欠席した学生には原則配布しませんので、友人同士でコピーして下さい。 

参考文献・資料 

「LCCを使いこなす99の情報」 丹治隆 二見文庫（2011） 

「ガストロノミー」佐原秋生 産能大出版部（2014） 

ノースアジア大学国際観光研究 第12号「ホテルサービスの改善について」塚原雄二（2019） 

その他 授業の折に適宜紹介します。 



成績評価の方法 

・定期試験60％、その他40％（授業参加度、中間テスト等）を基本として総合的に評価します。 

・出席回数が規定に満たない場合および授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は、試験を受け

ることができません。 

・出席確認時に不在だった場合は原則としてその回は欠席とします。 

・授業中に無許可で退出した場合は欠席とします。 

オフィスアワー 金曜日10:30-15：30、事前にメールで、または授業の前後にリクエストしてください。 

成績評価基準 

平成２８年度（２０１６）以降入学した学生 

  秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

平成２７年度（２０１５）以前に入学した学生 

  優(100～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

学生への 

メッセージ 

海外旅行は楽しみだけでなく、自分の成長にもつながるものであり、世界の人々との友好関係を築くもの

でもあり、素晴らしい体験です。しかしその為には一定の知識とノウハウが欠かせません。この授業でそ

のポイントをしっかり修得して自分の旅にぜひ生かしてください。 

 




